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はじめに 

 
 

日常生活で使用される家電製品には加齢や障害の有無にかかわらず，だれにでも使い

やすくわかりやすい製品であることが求められていますが，今日の家電製品はハイテク

化や多様化が進み，便利な反面，使いにくい等のご意見も寄せられています。また，業

界内で標準化があまり進んでいないことにより混乱を来たしている場合も見受けられま

す。 

当協会では，使いやすさやわかりやすさ等に関する操作性の向上を図るためユニバー

サルデザインの観点から調査・研究を進め，平成 10 年 9 月に「家電製品における操作性

向上のための凸記号表示に関するガイドライン」，平成 13 年 7 月には「家電製品におけ

る操作性向上のための報知音に関するガイドライン」，平成 18 年 3 月には「家電製品に

おける操作性向上のための点字表示に関するガイドライン」を発行して，触覚・聴覚・

視覚面への配慮を周知して参りました。 

 

平成 18 年度からは，家電製品における操作性向上のための報知光に関する調査研究を

進め，平成 19 年 9 月に「家電製品の操作性向上のための報知光に関する実態調査報告書」

を発行して，主な製品の現状把握と課題整理を実施して参りました。 

 

本ガイドは，上記の実態調査を踏まえ，家電製品における操作性向上に主眼をおいて，

家電製品の報知光に関する基本的な考え方や特に充電機能に関する事項をガイドとして

取りまとめたものです。 

メーカーや製品の相違にかかわらず，報知光のわかりやすさと操作性の向上を目的と

しておりますので，会員各社におかれましては，本ガイドを積極的にご活用頂ければ幸

いです。 
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家電製品における操作性向上のための報知光に関するガイド 

 
１．目的 

このガイドは，家電製品の操作に対する製品の反応や製品の状態を知らせる報知光

に関し，メーカーや製品の違いなどによる使用者の混乱をなくし，操作性の向上を図

ることを目的としている。 
 
 
 
２．適用範囲 

このガイドは，国内向け家電製品のうち，スイッチやボタン操作などに対する反応

と製品の作動・運転状態を報知光で知らせる機能を有する家電製品に適用する。 
 
 
 
３．用語の定義  

このガイドで用いる主な用語の定義は次のとおりとする。 

ａ）家電製品 一般消費者が使用する家庭用電気・電子機械器具。設備用・業務用・専

門家用など特殊な用途に使用する電気・電子機械器具は除く 

 

ｂ）操作   使用者が目的を達成するために，家電製品に対して行なう行為 

 

ｃ）操作性  使用者が家電製品を間違いなく使用するための操作のわかりやすさ及び

操作のしやすさ 

 

ｄ）報知光  使用者が家電製品を正しく操作するための情報を伝える目的で製品から

発せられる光 
 
 
 
 
４．報知光に関する基本原則 
 
４．１ 一般的原則 

家電製品の操作性を向上させるため，使用者に対する製品からの情報伝達は，視覚・

聴覚・触覚など複数の手段で表示することが望ましい。その中で，報知光は重要な配

慮事項である。 
 
報知光の使用にあたっては，下記の配慮を行う。 

ａ）報知光の大きさ，輝度，色，点滅度数（単位時間あたりの点滅回数）について 
１）報知光の大きさは，視認しやすい適切な大きさにする。 

   ２）報知光の輝度は，視認しやすい適切な輝度にする。 
３）報知光の色は，その表示の意味を一般的なイメージに一致させる。 
４）報知光の色は，色弱者にも区別しやすいようする。 
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５）報知光の点滅度数は，0.4 Hz～2.8 Hzとする。 

動作モードを2段階の点滅度数で示すことは基本的に望ましくはないが，実施

する場合は次の選択が望ましい。 
・低い点滅度数 0.4 Hz～0.8 Hz（24～48点滅／1分間） 

・高い点滅度数 1.4 Hz～2.8 Hz（84～168点滅／1分間） 

            （点滅度数の数値はJIS C 0448より引用） 
 
 ｂ）操作に対する報知光の反応は，時間遅れを感じさせないようにする。 
 
 ｃ）警告，注意などを表示する報知光は，注意喚起の度合いに応じて，大きさ・輝度・

色・点滅度数などを設定する。 
 
 ｄ）報知の意味をわかりやすくするために，適切な視覚表示（文字表示，図記号など）

や聴覚表示（報知音，音声など），触覚表示（凸記号，点字，振動など）などを

併用する。 
 
 
 
 

 
４．２ 報知光の色 
 
４．２．１ 報知光の基本色 
   報知光の色は赤，黄，橙，緑，青又は白を基本とする。 

 

４．２．２ 色に頼らない表示 
赤と緑の区別ができにくい人など色弱者への配慮をするため，できるだけ光の色

に頼らない表示とすることが望ましい。 
このため，2色が表示できるＬＥＤの使用は避けることが望ましい。 
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４．３ 報知光の点灯・点滅・消灯の使い分け 

 

４．３．１ 点灯・点滅・消灯の表す基本的意味 

点灯・点滅・消灯の表す基本的意味ならびに報知内容の例を表１示す。 

 

表１ 点灯・点滅・消灯の表す基本的意味と具体的報知内容例 
点灯・点滅 

・消灯 
基本的意味 報知内容例 

点灯 
表示された機器(機能)がオンの状態

にあることを表す。 

１）使用者による機器への操作を，正常に受け付けたこと 

  を知らせる場合。あるいは機器側から使用者に状況を 

知らせる場合。 (消灯→点灯) 

２）異常状態から正常状態に復帰した場合。 (点滅→点灯)

３）操作性向上のために，積極的に情報を伝える場合。 

    例：終了時点で次の操作が必要な場合，消灯ではなく 

          点灯位置の移動などで終了を知らせるなど。 

４）待機(スタンバイ)状態を示す場合。 

その機器の基本機能がオフの状態であっても，機器で 

は電力を消費している事を使用者に伝える。 

■点灯（消灯）と点滅の組み合わせ：識別を容易にして情報 

  を伝える。 

１）正常状態から異常状態に変わった場合や，運転から一時

停止に変わった場合など。 (点灯→点滅) 

２）スタンバイ状態から異常状態に変わった場合など。 

(消灯→点滅) ／ (点灯→点滅) 
点滅 

表示された機器(機能)において，点灯

(消灯)との組み合わせ，並びに点滅度

数の組み合わせにより目的に応じた

詳細な区別および情報を表す。 

点灯よりもより積極的に情報を伝え

る場合。 ■点滅度数の組み合わせ：注意喚起度合の情報を伝える。 

１）一時停止状態（低い点滅度数）と異常状態（高い点滅 

度数）の区別をする場合など。 

消灯 
表示された機器(機能)がオフの状態

にあることを表す。 

１）使用者による機器への操作を，正常に受け付けたことを

知らせる場合。あるいは機器側から使用者に状況を知ら

せる場合。 (点灯→消灯) 

２）情報を伝えない事が使用者のメリットになる場合。 

例：使用者が対応できず且つ危険の伴わない異常など，

一定時間点滅で情報を伝えた後に消灯させるなど。

(点滅→消灯) 

 

 

 

 

４．３．２ 注意喚起度による点灯・点滅・消灯の相対的な使い分け 

ａ）注意喚起の度合は, 消灯と点灯では点灯の方が, 点灯と点滅では点滅の方が高い。 

下記の場合は点滅表示とする。 

１）より強い注意喚起をする場合 

２）使用者に動作の一時中断や処置などの対応を要求する場合 

３）機器に異常があった場合 

 

ｂ）表２に示す通り，点滅はその度数によって緊急度や異常度を表す。緊急度・異常

度の高い最優先情報には，高い点滅度数を用いる。 
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表２ 点灯・点滅・消灯の注意喚起度による相対的な使い分け 
 

注意喚起度 
点灯・点滅

・消灯 
具体的報知内容例 

警告 故障・異常停止など 

注意喚起 設定不備・準備異常など 

 

高い 

 

 
点滅度数 

 
 

低い 
作動状態 

一時停止・モード選択 

・モード遷移中など 

点灯 
通電・作動・保持・受付・待機状態(スタン 

バイ)など 

 

高い 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

低い 
 

消灯 停止・休止・終了など 

 

     備考 同一製品においては，点滅度数は2種類迄とすることが望ましい。 

 

 

 

 

４．３．３ 点灯・点滅・消灯の表示上の注意点 

ａ）同一製品において点灯・点滅・消灯を使い分ける場合，その表示の注意喚起度を

整理し，点灯・点滅・消灯の使い分け及び点滅度数に矛盾のない報知光表示を行

う。 

 

ｂ）並べて使うなど同時に使われる製品において点灯・点滅・消灯を使い分ける場合，

同じ意味の報知光はそれぞれの点灯・点滅・消灯の使い分けならびに点滅度数を

整合させ，相互に矛盾のない報知光表示を行う。 

 
 
 
 
４．４ 報知光の輝度 

製品が使用される環境（周囲の明るさなど）は多岐にわたるため，報知光の明るさ(発

光素子の輝度)については特に規定しないが，それぞれの製品が使用される環境を考慮

して，視認しやすい適切な輝度を確保することを基本とする。 
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４．５ 報知光の機能表記 

報知光表示を行う場合には使用者が容易に正しく理解できるよう，必要に応じて報

知光の近傍にその機能(表示の基本的意味)を示す表記をわかりやすく簡潔に表示する

ことを基本とする。 
なお，色，点滅度数,点灯・点滅・消灯の組み合わせなどにより意味を変える場合に

は，その意味を示す表記をわかりやすく簡潔に表示することを基本とする。 
 
 
 
 
４．６ 他の表示デバイスとの関連 

ＶＦＤ・液晶文字・音声案内などを報知光と併用する場合は，その関連性を吟味し

て，機器の操作や機器からの反応をわかりやすくする。 
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５．充電機能に関する報知光について 

本項は，充電機能を有する家電製品を対象として，充電機能に関する報知光につい

て指針を示すものである。 

 

 

５．１ 対象機器 

充電機能を有する家電製品全般について述べたものであるが，主に次の機器を対象

としている。 

ａ）二次電池単品を充電する機器 

二次電池の専用充電器など  

 

ｂ）二次電池内蔵の機器本体を充電する機器 

充電式掃除機，電動歯ブラシ，電気シェーバー，ビデオカメラなど  

 

 

５．２ 報知光表示に関する考慮事項 

ａ）充電中や充電完了など，使用者への報知の重要性を考慮のこと 

家電製品の場合，その充電・放電特性から充電時間に対し使用時間が長いものや，

その逆のものなど，充電は種々存在する。充電時間の長短やその機器の使用形態を

考慮の上で，充電に関する報知光の表示を決定する。 

１）使用者に対し充電中と充電完了を示す必要がある機器の場合 

充電中と充電完了時の表示モードの関係を明確にする必要がある。 

充電に関する報知光表示は，充電中は点灯を，充電完了時は消灯を基本とする。 

 

これらは，充電時間が比較的短く，充電時間に対して使用時間が長時間のもの

に当てはまり，具体的な機器例としては次が挙げられる。 

電気シェーバー、ビデオカメラなど  

 

２）使用者に対し充電中や充電完了を意識させる必要の無い機器の場合 

  充電時は機器を充電台に設置して常時通電がなされ，使用時のみ充電台から外

して使用する機器や充電アダプタを差し込んで常時充電がなされ，使用時には充

電アダプタを外して使用する機器など，充電中を使用者に強く意識させる必要が

ない機器においては，充電通電中（充電台に設置時）は点灯を基本とするが，消

灯としてもよい。 

 

これらは，充電時間が長く，充電時間に対して使用時間が短時間のものに当て

はまり，具体的な機器例としては次が挙げられる。 

充電式掃除機、電動歯ブラシなど  

 

 

ｂ）通電状態に考慮のこと 

充電の報知光の仕様決定にあたっては，使用者への報知の重要度と共に，通電状

態における使用者への安全面からの告知も考慮しなければならない。機器にＡＣ電

源が接続されていることを知らしめる必要があるかなどを考慮の上，点灯・点滅・

消灯を決定する。 
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５．３ 報知光の色 

充電機能に関する報知光の発光色は，単色(色が変化しないこと)を基本とする。 

発光色の選択にあたっては，色覚弱者等に配慮して輝度，色の波長等を選択する。 

なお，複数色発行可能な発光素子の使用は極力避ける。やむを得ず複数色発光可能

な発光素子を使用し，色の変化で充電中や充電完了など複数のモードを表示させる場

合は，色相の差異が明確で認識しやすい場合に限る。 

注意喚起度を上げたい場合は，緑色系よりは赤色系を採用する。赤色系を採用する

場合は，他の色光よりも輝度を高くするなど色覚弱者等に配慮する。 

 

 

５．４ 表示モード 

充電機能に関する報知光の表示モードには，点灯・点滅・消灯がある。 

充電に関する報知光の数が一つのみの場合は，これら三つのモードの違いで使用者

へ充電状態を認識させることになる。 

特に点灯と点滅の使い分けについては，その時の動作状態と使用者への注意喚起度

の関係を認識して，決定する必要がある。また，点滅モードにおいて，点滅度数の差

で２種類以上の状態を示す場合は，使用者に明確に認識できるようにすることが重要

である。 

 

 

５．５ 異常時の表示 

  電池異常や機器異常時に警告報知をする必要がある場合，機器の発光素子数に限り

がある場合においては，充電報知光を兼用して異常状態を示してもよい。 

 ただし，この場合の表示モードは，明確に通常充電時とは識別可能な表示モードと

する。たとえば，充電状態を点灯とした場合は，異常時を点滅に，やむを得ず充電状

態を低い点滅度数とした場合は，異常状態を高い点滅度数とすることが望ましい。 

 

 

５．６ 充電状態と表示モードの推奨例 

ａ）電池単品を充電器へセットして充電する機器 

二次電池を機器本体から外して，充電器にセットして充電する機器の推奨表示例

を表３に示す。 

表３ 電池単品を充電器へセットして充電する機器 

  表示 備考 

電池未装着通電時 消灯 ●  

充電時 点灯 ○ 注１ 

充電完了時 消灯 ●  

充 

電 

状 

態 過放電防止，異常時等 （点滅 ☆）  

 

注１ 安全面等から機器充電時の注意喚起度を上げる必要がある場合は，充電時 

   を低い点滅度数としてもよい。この場合において。充電完了後も機器へ通 

電がなされており，通電状態を使用者へ示す必要がある場合は，充電完了 

時を点灯とする。 
 



－8－ 

 

ｂ）電源を接続して充電する機器 

充電用電池は機器本体に内蔵され，充電する時のみＡＣアダプタを機器の接続部 

へ装着して充電する機器の推奨表示例を表４に示す。 

 

表４ 充電時のみ電源を接続して充電する機器 

  表示 備考 

電源接続充電時 点灯 ○ 注２ 

充電完了時 消灯 ●  

充 

電 

状 

態 過放電防止，異常時等 （点滅 ☆）  

 

注２ 安全面等から電源接続充電時の注意喚起度を上げる必要がある場合は，充電 

時を低い点滅度数としてもよい。 
 

 
 

 

 

ｃ）常時充電台に設置して充電する機器 

充電用電池は機器本体に内蔵され，使用時以外は常時，専用の充電台に機器をセ 

ットして充電する機器の推奨表示例を表５に示す。この場合の報知光の位置は，充 

電台側にあるものと，機器側にあるものがある。 

 

表５ 常時充電台に設置して充電する機器 

  表示 備考 

機器未設置時 消灯 ●  

充電（通電）時 点灯 ○  

充 

電 

状 

態 異常時等 （点滅 ☆）  
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家電製品における操作性向上のための報知光に関するガイド 

 

 

解 説 

Ⅰ．ガイド発行の経緯 

家電製品の電子化や多機能化にともない，家電製品の使いやすさ，わかりやすさなど

操作性の向上が大きな課題となっており，メーカーにおいても家電製品の操作性向上の

ために種々の配慮がなされるようになってきたが，メーカー毎に独自の工夫を凝らして

いるため，一部で使用者に混乱を引き起こしている。 

 そこで，平成9年度に財団法人 家電製品協会において，技術関連委員会の下に操作性

向上ワーキンググループを設置し，“家電製品の使いやすさ向上に向けたバリアフリー

配慮の具体的共通課題の抽出及び課題解決のためのガイドラインづくり”に着手した。 

 操作性向上ＷＧでは，家電製品の操作性向上に向けて，“共通性”，“緊急性”，“ユ

ニバーサルデザイン”の視点から，平成10年9月に「家電製品における操作性向上のため

の凸記号表示に関するガイドライン（第１版）」を制定した。続いて，平成13年7月に「家

電製品における操作性向上のための報知音に関するガイドライン」，平成18年3月に「家

電製品における操作性向上のための点字表示に関するガイドライン」をそれぞれ制定し

て，家電製品の操作性向上を図ってきた。 

技術関連委員会 ユニバーサルデザイン技術関連ワーキンググループでは，上記主旨

を引き継ぎ，家電製品の操作性向上の鍵となる事項のうち，未着手となっていた報知光

について，平成 18 年度から家電製品における操作性向上のための報知光に関する調査研

究をテーマに製品別実態調査を実施し，平成 19 年 9 月に「家電製品の操作性向上のため

の報知光に関する実態調査報告書」を取りまとめた。 

この調査結果に基づき，報知光に関するガイドの検討を始め，平成 21 年 3 月に暫定版

を発行して運用上の課題・問題点の洗い出しを行ったうえで，当ガイドを作成した。 

 今回制定したガイドは，家電製品における操作性向上に主眼をおいてとりまとめたも

のであるので，安全性向上や注意・警告表示の面からは，操作性向上を主体とした当ガ

イドの概念とは別に，その注意喚起の度合いなどに応じて，報知光の大きさ・輝度・色

などを設定するなど，より限定的，より高度，より具体的な規定が必要である。 

 

Ⅱ．各項目の補足説明 

１．目的 

家電製品の操作性向上を考えた場合，スイッチやボタン操作に対する反応と製品の作

動・運転状態を知らせる報知光は，メーカー間や製品間の違いに影響されることなく報

知光の意味をわかりやすく伝えることが重要であり，このガイドは，家電製品に報知光

を採用する場合の基本的な考え方及び充電機能に関する具体的に守るべき内容を示した

ものである。 

 

２．適用範囲 

 このガイドは，国内向け家電製品のうち，スイッチやボタン操作に対する反応と製品 
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の作動・運転状態を報知光で知らせる機能を有する家電製品を対象に作成したものであ

る。 
 パーソナルコンピューター，携帯電話等の製品については，このガイドの対象外とし

た。 
 
３．用語の定義 

ａ）家電製品   JIS C 9102-1996に準拠した。 

ｂ）操作     JIS S 0011-2000に準拠した。 

ｃ）操作性    JIS S 0011-2000に準拠した。 

ｄ）報知光    JIS S 0013-2002に規定の“報知音”を参考に規定した。 
 
４．報知光に関する基本原則 
４．１ 一般的原則 
 報知光の使用にあたって配慮が必要と考えられる基本的な事項を，一般的原則として

まとめた。 
 報知光の大きさ，輝度については現時点では具体数値で規定することが困難であった

ため，基本的な考え方のみ規定した。 
 報知光の点滅速度については，JIS C 0448を参考にして規定した。 
 
 
４．２ 報知光の色 
 報知光の基本色については，JIS C 0448を参考にして，赤，黄，橙，緑，青又は白の 
6色を基本とすることにした。 
  報知光の色については、電源の色使いでテレビなどのＡＶ系と洗濯機などの家電系で

は従来の製品での使用実態が異なり明快に統一することが出来なかった。引続き検討し

ていきたい。 
報知光の色については，色覚弱者への配慮が重要であり，色にたよらない表示の分か

りやすさも必要である。特に，2色など複数の色の表示ができる光源を使うことには十分

な配慮が必要である。 
最近では，白の光源も出始め，様々な色に変化させることも可能になると予想される。

将来的にもできるだけ混乱を招かない色の採用をお願いしたい。 
 
 
４．３ 報知光の点灯・点滅・消灯の使い分け 

 報知光の点灯・点滅・消灯の基本的な意味合いを表１にまとめるとともに，その理解

を助けるために具体的な報知内容例も記載した。 

 また点灯・点滅・消灯の注意喚起度による相対的な使い分けを表２にまとめた。 

 

４．４ 報知光の輝度 

製品が使用される環境は多岐にわたるため，報知光の明るさ(発光素子の輝度)につい

ては特に規定しなかった。製品が使用される環境を考慮して，視認しやすい一定以上の

輝度を確保することを基本としていただきたい。 
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４．５ 報知光の表示文字 
報知光の近傍には，その機能(表示の基本的意味合い)を示す表記を行うことを基本と

した。使用者が容易に理解できるようわかりやすく簡潔な表記を行っていただきたい。 
 

 

 
５．充電機能に関する報知光ついて 
５．２ 報知光表示に関する考慮事項 

ｂ）通電状態に考慮のこと 

機器の発光素子数を少なくする目的で，一つの報知光において，充電機能に関する

情報を表示すると共に，機器の通電状態をも兼用して表示する場合がある。一つの素

子で複数の機能を表示することは使用者へ混乱を与える恐れもあり，あまり好ましい

ことではない。やむを得ず兼用する場合は，充電状態と通電状態を使用者へ区別しや

すく表示すること。また、充電時以外にも通電がなされているような機器において，

使用者へ通電中を知らしめる必要がある場合には，通電中には充電報知光を低い点滅

度数または点灯とすることが望ましい。 

  なお，欧州電源規制などグローバル視点では，省エネを目的とした待機電力抑制が 

導入されつつあり，今後日本にも同様の規制が行われることが予想されるので，充電 

完了時の消灯については，規制の動向をみて別途検討の必要がある。 

 
 

５．３ 報知光の色 

 充電機能に関する報知光の色については具体的には規定せず，識別可能であれば良い

ことにした。 
注意喚起度を上げたい場合に緑色系よりは赤色系を推奨したことは，JIS C 0448など

を参考にして、基本的な方向付けを行った。 

 

 

５．６ 充電状態と表示モードの推奨例 

ｃ）常時充電台に設置して充電する機器 

 常時充電台に機器を設置して使用する形態のものは，通電中は常時，機器へ通電が

なされている場合が一般的であり，充電完了を使用者へ知らしめる必要度は少ないと

判断し，充電完了時の表示はなくし，充電中すなわち通電中を点灯とした。 
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